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古 
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時 

代 

 

１ 

東
北
の
古
墳 

 

日
本
の
古
代
史
と
言
え
ば
直
ぐ
脳
裏
に
浮
か
ぶ
も
の
の
一
つ
に
、
幾
内
方
面
に
数
多
く
、
周
囲
に
水
を
た
た
え
そ
の
中
が
小
高
い

山
に
な
っ
た
松
林
の
あ
る
雄
大
な
前
方
後
円
墳
の
天
皇
陵
が
あ
る
。 
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昭
和
四
十
七
年
奈
良
県
明
日
香
で
、
わ
が
国
最
初
の
極
彩
色
壁
画
古
墳
が
発
見
さ
れ
、
古
代
史
に
新
し
い
一
ペ
ー
ジ
を
加
え
た
の

で
あ
る
。
そ
れ
は
、
万
葉
の
ふ
る
さ
と
奈
良
県
高
市
郡
明
日
香
村
の
高
松
塚
古
墳
で
、
極
彩
色
の
男
女
像
や
星
座
、
玄
武
な
ど
が
描

か
れ
、
古
代
史
の
究
明
に
貴
重
な
存
在
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
高
松
塚
古
墳
は
、
飛
鳥
時
代
の
貴
族
ク
ラ
ス
の
墳
墓
地
と
見
ら

れ
て
い
る
。
又
、
こ
の
年
マ
ス
コ
ミ
を
賑
わ
し
た
も
の
に
、
今
か
ら
二
一
〇
〇
年
前
の
も
の
と
見
ら
れ
る
中
国
の
長
沙
馬
王
堆
古
墳

の
発
掘
が
あ
る
。
古
墳
か
ら
は
生
々
し
い
弾
力
の
あ
る
肉
体
の
死
者
が
取
り
出
さ
れ
、
布
帛
、
木
俑
、
楽
器
な
ど
千
点
を
越
す
副
葬

品
が
出
土
し
世
界
中
を
ア
ッ
と
い
わ
せ
、
そ
の
当
時
の
中
国
の
文
化
水
準
の
高
さ
を
知
ら
せ
た
の
で
あ
る
。 

わ
が
国
の
古
墳
は
古
代
国
家
成
立
と
の
か
か
わ
り
あ
い
の
中
で
畿
内
、
九
州
方
面
で
早
く
か
ら
築
造
さ
れ
、
殊
に
畿
内
の
古
墳
は

そ
の
規
模
、
数
、
内
容
に
お
い
て
日
本
古
代
史
の
主
要
部
分
を
満
た
し
て
い
る
。
古
墳
は
遅
く
と
も
三
世
紀
末
か
四
世
紀
は
じ
め
に

は
出
現
し
た
も
の
で
あ
り
、
古
墳
に
葬
ら
れ
た
人
は
相
当
な
権
力
者
で
そ
の
土
地
の
族
長
の
墳
墓
で
あ
り
、
又
族
長
中
の
族
長
で
あ

る
天
皇
の
墳
墓
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
古
墳
は
、
支
配
体
系
と
直
接
関
係
す
る
も
の
で
あ
る
。 

東
北
地
方
に
も
数
多
く
の
古
墳
が
あ
り
、
当
県
内
に
も
高
畠
・
赤
湯
方
面
、
山
形
・
東
根
方
面
、
庄
内
地
方
に
在
る
。
氏
族
の
長

（
豪
族
）
或
は
中
央
か
ら
派
遣
さ
れ
た
行
政
官
な
ど
を
葬
っ
た
も
の
が
古
墳
で
、
文
献
の
な
い
時
期
の
歴
史
を
明
ら
か
に
す
る
上
で
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最
も
秀
れ
た
資
料
と
な
る
。
東
北
地
方
の
古
墳
は
四
～
五
世
紀
こ
ろ
に
は
出
現
し
た
と
見
ら
れ
て
お
り
、
最
終
的
に
は
八
世
紀
こ
ろ

ま
で
存
在
す
る
。
大
墳
墓
形
式
は
大
化
改
新
（
六
四
五
）
の
薄
葬
令
に
よ
っ
て
縮
少
さ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
東
北
に
於
い
て
は

そ
の
後
も
造
ら
れ
て
い
る
。
又
、
東
北
地
方
の
古
墳
は
、
岩
手
県
南
部
と
山
形
県
中
部
を
北
限
と
し
て
存
在
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。

東
北
最
古
の
古
墳
は
会
津
若
松
市
の
大
塚
山
古
墳
で
あ
っ
て
、
畿
内
的
色
彩
の
濃
い
前
期
古
墳
と
称
さ
れ
て
い
て
、
前
方
後
円
墳
の

特
徴
を
示
し
四
世
紀
後
半
ご
ろ
の
も
の
と
推
定
さ
れ
て
お
り
、
墳
墓
の
内
部
構
造
・
副
葬
品
等
か
ら
、
こ
の
被
葬
者
は
会
津
地
方
の

豪
族
首
長
で
あ
る
と
解
さ
れ
る
。
尚
、
出
土
品
中
の
三
角
縁
唐
草
文
帯
二
神
二
獣
鏡
は
、
畿
内
政
権
と
密
接
な
政
治
的
関
係
を
有
す

る
も
の
で
は
な
い
か
と
見
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
時
期
の
土
師
器
が
宮
城
・
山
形
両
県
か
ら
も
出
土
し
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
こ
の
地

方
に
も
同
様
の
文
化
が
あ
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。 

五
世
紀
か
ら
六
世
紀
に
か
け
て
の
中
期
古
墳
の
時
期
は
、
古
墳
文
化
の
最
盛
期
で
、
宮
城
・
福
島
・
山
形
の
各
県
に
見
ら
れ
る
。

前
方
後
円
墳
の
主
軸
が
一
六
八
メ
ー
ト
ル
も
あ
る
大
き
な
も
の
も
あ
り
、
五
〇
メ
ー
ト
ル
前
後
の
円
墳
等
も
含
め
数
多
く
の
古
墳
が

確
認
さ
れ
て
い
る
。 

六
世
紀
後
半
ご
ろ
か
ら
後
期
古
墳
の
時
期
に
入
る
が
、
一
般
的
特
徴
と
し
て
横
穴
式
石
室
を
も
つ
古
墳
が
造
ら
れ
、
中
期
以
来
の

箱
式
石
棺
や
竪
穴
式
石
室
も
併
行
し
て
造
ら
れ
て
い
る
。
後
期
古
墳
の
特
色
の
一
つ
に
群
集
墳
が
あ
り
、
一
〇
〇
基
、
二
〇
〇
基
の

大
群
が
み
ら
れ
る
（
福
島
県
真
野
古
墳
群
、
宮
城
県
上
郷
古
墳
群
）
。
こ
の
よ
う
な
群
集
墳
の
発
生
は
、
古
墳
を
造
れ
る
も
の
が
こ
れ

ま
で
の
よ
う
に
政
治
権
力
と
富
力
と
を
有
し
た
強
力
な
首
長
の
み
で
な
く
、
中
小
豪
族
層
が
出
現
し
、
新
た
に
古
墳
を
造
れ
る
能
力

に
至
っ
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。
群
集
墳
は
福
島
県
地
方
に
早
く
現
わ
れ
、
北
進
す
る
に
従
っ
て
遅
れ
、
東
北
の
北
部
地
方

で
始
ま
る
の
は
七
世
紀
後
半
か
ら
八
世
紀
初
め
の
頃
と
云
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
こ
の
群
集
墳
の
中
に
族
長
（
有
力
な
豪
族
層
）
墓
で

は
な
い
か
と
み
ら
れ
る
も
の
が
あ
り
、
あ
る
い
は
こ
の
頃
に
な
っ
て
そ
の
族
長
た
ち
が
、
国
県
制
の
中
に
編
入
さ
れ
る
よ
う
な
変
化
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が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
も
考
え
ら
れ
、
中
に
は
、
調
査
の
結
果
「
先
代
旧
事
本
紀
」
に
記
さ
れ
た
国
造
の
北
限
と
か
ら
み
あ
う

現
象
が
見
ら
れ
、
古
墳
後
期
に
な
っ
て
、
阿
武
隈
川
以
南
の
地
が
、
中
央
の
政
権
下
に
く
み
入
れ
ら
れ
た
も
の
で
は
な
い
か
と
さ
れ

て
い
る 

 
 

 

。 

七
世
紀
後
半
に
入
る
と
、
高
塚
群
集
墳
に
代
っ
て
凝
灰
岩
質
を
利
用
し
た
横
穴
古
墳
が
造
ら
れ
る
。
斬
か
る
陸
奥
、
出
羽
の
古
墳

北
進
の
形
は
、
奈
良
朝
に
入
っ
て
か
ら
文
献
上
出
羽
の
蝦
夷
征
伐
に
関
す
る
記
事
が
多
い
の
に
、
陸
奥
の
記
事
は
鎮
撫
程
度
で
あ
る

こ
と
に
関
わ
り
あ
っ
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
。 

古
墳
を
造
っ
た
豪
族
は
全
国
的
に
み
れ
ば
弥
生
時
代
に
遡
る
が
、
弥
生
時
代
を
前
・
中
・
後
の
各
期
に
分
け
た
場
合
、
前
期
の
弥

生
式
土
器
出
土
は
東
海
地
方
か
ら
西
で
あ
り
、
中
部
・
関
東
・
東
北
の
各
地
方
の
出
土
土
器
は
す
で
に
中
期
及
び
後
期
で
あ
り
、
東

北
地
方
に
と
っ
て
弥
生
時
代
前
期
と
は
縄
文
時
代
晩
期
で
あ
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る 

 
 

。
し
た
が
っ
て
古
墳
造
成
の
時
代
も
こ

れ
と
同
様
の
こ
と
が
言
え
る
。 

 

２ 

山
形
県
内
の
古
墳 

 

県
内
の
古
墳
は
、
置
賜
盆
地
で
は
梨
郷
、
赤
湯
、
高
畠
、
和
田
方
面
の
山
腹
、
山
麓
と
一
部
平
地
に
見
ら
れ
る
。

村
山
盆
地
で
は
上
山
、
山
形
、
東
根
の
各
地
域
に
存
在
し
、
鶴
岡
方
面
が
北
限
と
さ
れ
て
い
る
。 

弥
生
式
土
器
を
用
い
て
生
活
し
た
時
代
に
続
い
て
、
族
長
墓
を
築
い
た
と
い
わ
れ
る
所
謂
古
墳
時
代
に
移
る
。

こ
の
頃
の
東
北
地
方
に
は
農
耕
が
な
か
っ
た
と
さ
れ
て
き
た
が
、
考
古
学
的
な
研
究
が
進
む
に
つ
れ
て
、
弥
生
時
代
以
降
は
水
稲
耕

作
の
存
在
が
立
証
（
置
賜
盆
地
で
は
八
幡
原
遺
跡
な
ど
）
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。 

県 
 

内 

一 
 

般 

豊

田

武
『

東 
北

の

歴

史

』 

前
掲

書
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県
内
の
古
墳
の
年
代
観
に
つ
い
て
、
い
わ
ゆ
る
置
賜
型
と
村
山
型
で
造
営
年
代
に
差
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
わ
れ
て
い
る
。

西
村
真
次
氏
が
、
大
ま
か
に
村
山
型
は
置
賜
型
よ
り
新
ら
し
い
と
し
た 
 

 
 

 

の
に
対
し
、
柏
倉
亮
吉
氏
は
反
対
に
村
山
型
は

置
賜
型
よ
り
古
い
と
し
た 

 
 

 

。
そ
の
後
川
崎
利
夫
氏
は
、
県
内
に
分
布
す
る
古
墳
は
古
墳
時
代
の
前
・
中
期
に
属
す
る
も
の

は
な
く
す
べ
て
が
後
期
の
も
の
で
、
し
か
も
そ
の
終
末
期
の
も
の
で
あ
る 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

と
し
て
い
る
。
ま
た
加
藤
稔
氏

は
、
山
形
盆
地
の
古
墳
は
造
営
が
中
央
と
大
差
な
く
終
っ
て
お
り
、
米
沢
盆
地
で
は
奈
良
時
代
に
い
た
っ
て
も
末
期
古
墳
の
造
営
が

あ
っ
た 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

と
し
て
お
り
、
現
在
ま
で
の
研
究
で
は
、
置
賜
型
は
村
山
型
よ
り
新
ら
し
い
と
す
る
の
が
大

勢
の
よ
う
で
あ
る
。 

置
賜
の
古
墳
と
い
っ
て
も
、
梨
郷
、
宮
内
、
赤
湯
、
高
畠
、
上
郷
、
和
田
方
面
に
限
ら
れ
て
築
造
さ
れ
て
い
て
、
今

の
と
こ
ろ
こ
の
地
域
以
外
に
は
発
見
さ
れ
て
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
置
賜
の
古
墳

．
．
．
．
．
は
、
こ
の
方
面
の
こ
と
を
さ
す
こ

と
に
な
る
。
そ
の
主
な
も
の
は
、
時
沢
古
墳
群
、
戸
塚
山
古
墳
群
、
梨
郷
古
墳
群
、
安
久
津
古
墳
群
、
清
水
前
古
墳
群
、
羽
山
古
墳

群
、
鳥
居
町
古
墳
群
、
加
茂
山
古
墳
、
石
堂
山
古
墳
、
北
目
古
墳
群
、
源
福
寺
古
墳
群
、
亀
岡
古
墳
、
荷
鞍
窪
古
墳
、
愛
宕
山
古
墳
、

金
原
古
墳
な
ど
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
古
墳
の
相
当
数
は
、
既
に
発
掘
さ
れ
壊
さ
れ
て
い
る
。
最
近
は
羽
山
古
墳
の
よ
う
に
復
元
さ
れ

て
保
存
さ
れ
て
い
る
も
の
も
あ
り
、
保
護
の
手
が
の
び
て
お
り
、
遺
物
も
文
化
財
と
し
て
保
存
さ
れ
て
い
る
。 

置
賜
地
方
の
古
墳
は
山
腹
に
設
け
ら
れ
た
も
の
が
多
く
、
大
部
分
が
群
を
な
し
て
お
り
、
こ
れ
に
用
い
た
石
材
は
高
畠
方
面
の
凝
灰

岩
で
あ
る
。
出
土
品
（
副
葬
品
）
も
豊
富
で
あ
り
勾
玉
、
剣
、
鏡
、
鎌
、
刀
子
な
ど
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
出
土
品
と
築
造
位
置
や
形

態
か
ら
み
て
、
置
賜
方
面
の
古
墳
築
造
は
、
他
の
地
区
よ
り
遅
く
ま
で
行
わ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
と
い
わ
れ
て
い
る
（
七
世
紀
末
な
い

し
八
世
紀
初
頭
）
。 

 

置
賜
の 

古 

墳 

『
置
賜
盆
地
の

古

代

文

化

』

『

山

形

県

の

古

墳

』

「
辺
境
に
お
け
る
古
墳
文
化
の
特
質
」

『

日

本

考

古

学

の

諸

問

題

』

所

収

「
最
上
川
流
域
に
お
け
る
古
墳
文
化
の
展

開
」
『
最
上
川
流
域
の
歴
史
と
文
化
』
所
収
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置
賜
地
方
に
お
け
る
古
墳
の
分
布
で
誰
で
も
考
え
る
こ
と
は
、「
赤
湯
・
高
畠
方
面
に
だ
け
あ
っ
て
、
他
の
地
方
に
は

一
つ
も
発
見
さ
れ
て
い
な
い
の
は
な
ぜ
だ
ろ
う
か
。
」
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
『
東
置
賜
郡

史
上
巻
』
は
、 

「
横
の
地
理
的
分
布
は
同
時
に
、
縦
の
歴
史
的
過
程
を
示
す
も
の
と
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
然
る
に
、
こ
う
し
た
考
え
方
を
否

定
し
て
、
地
理
的
分
布
は
あ
く
ま
で
も
横
の
も
の
で
あ
り
決
し
て
歴
史
的
過
程
を
示
さ
な
い
と
主
張
す
る
も
の
が
あ
る
け
れ
ど
も
、

そ
れ
の
間
違
っ
て
い
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
」 

と
の
べ
て
、
地
理
的
な
古
墳
の
分
布
は
当
然
歴
史
の
過
程
を
示
す
実
証
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
こ
の
説
に
従
え
ば
当
白
鷹
町
に
古

墳
が
存
在
し
な
い
の
は
、
地
理
的
な
条
件
が
、
中
央
政
権
が
直
接
浸
透
す
る
場
所
で
な
い
の
で
、
統
治
者
の
影
響
す
る
こ
と
が
薄
く
、

古
墳
の
築
造
が
な
さ
れ
な
い
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。 

会
津
方
面
や
福
島
・
宮
城
方
面
に
、
古
く
か
ら
数
多
く
の
古
墳
が
造
ら
れ
そ
れ
が
奥
羽
山
脈
を
越
え
て
一
つ
は
高
畠
方
面
に
、
一

つ
は
上
山
・
山
形
方
面
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
色
を
見
せ
て
築
造
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
が
中
央
権
力
の
浸
透
度

と
支
配
に
便
利
な
地
域
の
固
定
化
と
な
っ
て
現
れ
た
こ
と
が
、
当
地
に
古
墳
の
形
成
を
み
な
い
大
き
な
要
因
な
の
で
あ
ろ
う
。 

⑴ 

土
師
器 

古
墳
が
未
発
見
で
あ
る
当
白
鷹
町
の
古
墳
時
代
は
、
ど
の
よ
う
に
理
解
し
た
ら
よ
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
将
来
古
墳
が
発
見
さ
れ
れ

ば
別
で
あ
る
が
、
今
の
と
こ
ろ
で
は
僅
か
に
発
見
さ
れ
て
い
る
土
師
器

は

じ

き

、
須
恵
器

す

え

き

を
説
明
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
こ
れ
を
補
う
以
外
に

は
な
い
よ
う
で
あ
る
。 

❶
中
山
、
焼
野
下
出
土
、
口
縁
外
反
り
の
壺
形
土
器 

・
中
山
小
学
校
蔵
（
布
施
誠
三
郎
氏
発
見
）
。 

白
鷹
町
の 

古
墳
時
代 
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第一節 古墳時代 

・
口
径 

一
四･

五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
。 

・
体
横
径
一
五･

五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
。 

・
高
さ 

一
六
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
。 

・
約
三
分
ノ
一
が
、
欠
損
し
た
も
の
を
復
元
し
て
あ
る
。 

・
色  

灰
褐
色
。 

・
乱
雑
な
擦
痕
が
あ
り
、
特
に
頸
部
に
著
し
い
。 

・
底
部
は
別
個
に
作
り
、
取
り
付
け
た
よ
う
で
あ
る
。 

・
出
土
地
は
県
道
荒
砥
―
山
形
線
の
南
側
に
あ
っ
て
、
道
路
よ
り
約
二
〇
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
上
方
の
傾
斜
地
で
あ
る
。 

❷
十
王
、
大
豆

ま

め

田た

出
土 

 

直
頸
形
壺
形
土
器 

・
出
土
地
は
縄
文
時
代
中
期
・
晩
期
の
遺
跡
に
隣
接
し
て
い
る
。 
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第一節 古墳時代 

・
口
径 

 

八
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
で
、
僅
か
に
欠
損
し
て
い
る
が
ほ
ぼ
完
形
。 

・
体
部
横
径 

一
七
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
。 

・
高
さ 

一
七
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
。 

・
色
は
黒
褐
色
で
整
形
良
好
で
あ
る
。 

❸
荒
砥
、
貝
生
出
土 

口
縁
外
反
り
壺
形
土
器
片 

・
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
で
整
地
の
際
出
土
し
た
も
の
で
あ
る
。 

・
色
は
黒
褐
色
。 

・
こ
の
地
点
よ
り
約
五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
西
方
の
同
じ
愛
宕
山
麓
（
所
峡
）
に
須
恵
器
の
窯
跡
が
あ
る
。 
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第一節 古墳時代 

・
荒
砥
、
貝
生
、
岩
崎
繁
氏
蔵
。 

❹
深
山
、
西
向
出
土 

口
縁
外
反
り
壺
形
土
器
片 

・
十
王
、
平
吹
利
数
氏
蔵
。 

・
実
淵
川
右
岸
の
段
丘
上
に
あ
っ
て
、
舘
址
（
チ
ャ
シ
か
？
）
と
思
わ
れ 

る
遺
跡
と
縄
文
時
代
中
期
遺
跡
と
が
隣
接
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
、
口
縁 

部
片
だ
け
で
あ
る
。 

・
色
は
黒
褐
色
で
あ
る
。 

❺
鮎
貝
、
八
幡
一
出
土 

口
縁
部
外
反
り
壺
形
土
器 

小
形
皿
型
土
器 

・
壺
形
の
土
器
の
体
部
は
三
分
一
、
口
頸
部
は
四
分
の
三
欠
損
。 

・
小
皿
形
土
器
は
約
四
分
一
の
み
の
破
片
。 

・
共
に
整
形
粗
雑
で
あ
る
。 

・
色
は
茶
褐
色
。 

・
出
土
地
は
縄
文
時
代
前
期
・
中
期
・
晩
期
の
遺
物
の
出
る
遺
跡
で
あ
っ
て
、
最
上
川
と
八
幡
川
の
河
岸
段
丘
上
で
、
遺
跡
面 

積
は
町
内
遺
跡
中
最
も
広
い
。 

・
こ
の
土
師
器
二
点
は
晩
期
土
器
片
と
共
に
あ
っ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
正
確
な
発
掘
地
点
は
明
ら
か
で
な
い
。 

❻
鮎
貝
、
飯
詰
出
土 

高
坏 

・
横
田
尻
、
金
沢
寺
蔵
。 

・
出
土
地
は
、
最
上
川
河
岸
段
丘
の
一
部
と
見
ら
れ
、
同
地
点
か
ら
は
縄
文
時
代
中
期
の
遺
物
と
須
恵
器
片
も
見
つ
か
る
と
こ
ろ
で 
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第一節 古墳時代 

あ
る
。 

・
大
正
十
一
年
、
国
鉄
長
井
線
敷
設
工
事
の
際
に
出
土
し
た
も
の
で
あ 

る
。 

・
色
は
茶
褐
色
で
、
内
面
に
黒
漆
が
つ
い
て
い
る
。 

・
体
の
一
部
が
口
縁
部
と
共
に
欠
損
し
て
い
る
。 

以
上
が
白
鷹
町
内
に
出
土
し
た
土
師
器
で
あ
る
が
、
意
図
的
に
発
掘
さ
れ

た
も
の
は
一
点
も
な
く
、
全
部
偶
然
発
見
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ

て
土
師
器
を
所
有
し
生
活
し
た
人
々
の
生
活
内
容
や
、
生
活
環
境
を
知
る
材

料
は
外
に
何
も
な
く
、
他
地
方
の
そ
れ
と
比
較
し
て
お
お
よ
そ
の
存
在
位
置

を
推
定
す
る
だ
け
で
あ
る
。 

そ
こ
で
白
鷹
町
出
土
の
土
師
器
が
、
弥
生
時
代
か
ら
始
っ
た
と
い
わ
れ
る

稲
作
耕
作
と
の
関
連
に
つ
い
て
ど
う
で
あ
っ
た
か
を
考
え
て
み
た
い
。
こ
れ

を
考
え
る
場
合
、
先
に
書
い
た
よ
う
に
資
料
と
し
て
の
遺
物
が
土
器
の
外
何
も
な
い
の
で
、
地
形
的
に
見
て
ど
う
だ
ろ
う
か
、
と
い

う
こ
と
を
と
り
あ
げ
る
。
結
論
を
先
に
い
う
な
ら
ば
、
発
見
さ
れ
た
場
所
は
い
ず
れ
も
稲
作
に
は
不
適
当
な
場
所
と
見
ら
れ
る
の
で

あ
る
。
中
山
の
焼
野
下
は
、
傾
斜
面
の
中
腹
で
あ
り
、
荒
砥
貝
生
は
急
斜
面
の
下
部
に
な
り
、
十
王
の
大
豆
田
は
他
地
方
の
稲
作
遺

跡
と
比
べ
た
場
合
、
稲
作
を
と
り
入
れ
た
遺
跡
と
考
え
る
に
は
無
理
が
あ
る
。
又
、
最
上
川
左
岸
に
あ
る
鮎
貝
の
飯
詰
、
鮎
貝
の
八

幡
一
は
両
所
共
に
最
上
川
の
河
岸
段
丘
上
に
あ
っ
て
、
稲
作
に
は
無
理
で
あ
る
。
深
山
の
西
向
は
、
こ
れ
ま
た
実
淵
川
の
河
岸
段
丘

上
に
あ
っ
て
稲
作
と
は
無
縁
の
よ
う
で
あ
る
。 
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以
上
の
よ
う
に
、
出
土
地
点
か
ら
だ
け
見
る
な
ら
ば
稲
作
耕
作
と
は
縁
遠
い
条
件
な
の
で
あ
っ
て
、
む
し
ろ
縄
文
時
代
よ
り
の
延

長
で
は
な
い
か
と
も
見
ら
れ
る
よ
う
な
と
こ
ろ
で
あ
る
。
し
か
し
、
置
賜
盆
地
内
で
も
八
幡
原
遺
跡
や
堂
森
遺
跡
（
い
ず
れ
も
米
沢

市
）
か
ら
は
モ
ミ
痕
の
あ
る
土
器
が
発
見
さ
れ
、
古
墳
時
代
以
前
よ
り
の
稲
作
実
施
が
確
認
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
当
地
方

の
土
師
器
出
土
地
点
が
稲
作
に
適
当
で
な
い
か
ら
と
い
っ
て
、
稲
作
導
入
が
全
く
な
い
と
は
断
言
で
き
な
い
の
で
は
な
い
か
。
た
だ
、

そ
れ
を
立
証
す
る
資
料
が
未
発
見
な
の
で
あ
る
と
考
え
た
い
。 

白
鷹
町
内
出
土
の
土
師
器
に
つ
い
て
、
そ
の
時
代
を
平
吹
利
数
氏
は
次
の
よ
う
に
位
置
づ
け
を
し
て
い
る
。 

（
鮎
貝
）
八
幡
一
の
土
器
を
、
古
墳
時
代
の
Ⅱ
期
に
。 

（
十
王
）
大
豆
田
の
土
器
を
、
古
墳
時
代
の
Ⅲ
期
に
。 

（
中
山
）
焼
野
下
の
土
器
を
、
古
墳
時
代
Ⅲ
期
末
に
。 

⑵ 

須 

恵 

器 

須
恵
器
は
古
墳
時
代
を
過
ぎ
て
も
尚
相
当
の
期
間
使
用
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
と
言
わ
れ
て
お
り
、
古
墳
時
代
と
い
う
時
代
区
分
の
中

で
、
そ
の
す
べ
て
に
つ
い
て
述
べ
る
こ
と
は
適
当
で
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
出
土
例
が
非
常
に
少
な
く
更
に
ま
た
こ
の
時
期
の
遺

物
の
伴
出
も
皆
無
な
の
で
こ
こ
で
取
り
上
げ
る
。 

須
恵
器
が
土
師
器
と
区
別
さ
れ
る
の
は
、
主
に
次
の
よ
う
な
点
と
さ
れ
て
い
る
。 

・
須
恵
器
は
土
師
器
に
比
べ
て
は
る
か
に
高
い
温
度
で
焼
か
れ
て
い
る
た
め
非
常
に
硬
い
こ
と
。 

・
須
恵
器
は
そ
の
作
製
に
あ
た
っ
て
「
ロ
ク
ロ
」
を
使
用
し
て
お
り
、
整
然
と
し
た
痕
跡
が
あ
る
。 

・
土
師
器
が
茶
褐
色
ま
た
は
黒
褐
色
な
の
に
く
ら
べ
、
須
恵
器
は
、
灰
色
ま
た
は
灰
褐
色
に
近
い
も
の
が
多
い
。 
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❶
荒
砥
、
深
山
南
斜
面
出
土
、
須
恵
器
片
五
個 

第
二
次
大
戦
後
開
墾
の
際
発
見
さ
れ
た
も
の
で
、
同
地
附
近
は
縄
文
中
期
遺
跡
と
し
て
荒
砥
高
等
学
校
附
近
ま
で
遺
物
の
出
土

す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
ま
た
弥
生
時
代
の
天
王
山
式
土
器
の
出
土
し
た
と
こ
ろ
で
も
あ
る
。
須
恵
器
片
は
叩
技
法
に
よ
る
線
条
式

の
も
の
が
大
部
分
で
、
台
付
の
底
部
一
片
、
灰
釉
の
も
の
三
片
が
あ
る
。
同
地
は
深
山
丘
の
南
斜
面
で
、
下
方
に
最
上
川
に
そ
そ

ぐ
貝
生
川
が
流
れ
て
お
り
、
縄
文
時
代
の
中
期
初
頭
か
ら
弥
生
時
代
を
経
て
須
恵
器
の
時
代
ま
で
の
長
期
に
わ
た
っ
て
遺
物
を
出

土
す
る
と
こ
ろ
と
な
る
。
近
く
に
は
「
腰
尾
神
社
」
が
あ
り
、
ま
た
、
江
戸
時
代

恙
つ
つ
が

虫
の
罹
災
か
ら
の
が
れ
る
た
め
の
願
い
を
こ

め
て
建
て
ら
れ
た
「
毛
谷
明
神
」
が
あ
る
。
こ
の
漆
山
南
斜
面
の
遺
跡
は
、
清
水
の
湧
き
出
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
が
、
町
営
住
宅

建
設
に
よ
っ
て
ほ
と
ん
ど
見
る
こ
と
が
出
来
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た 

 
 

 
 

。 

遺
物
所
有
・
荒

砥
高
橋
竹
松
氏
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❷
荒
砥
、
貝
生 

須
恵
器
窯
趾
及
須
恵
器
片 

道
路
工
事
の
際
発
見
さ
れ
計
画
的
な
発
掘
で
な
い
た
め
、
遺
物
も
散
乱
し
た
後
に
気
付
い
た
も
の
で
、
確
実
に
「
窯
あ
と
」
と

断
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
地
形
が
「
窯
づ
く
り
」
に
適
し
て
い
る
こ
と
や
窯
と
し
て
の
条
件
が
合
致
し
て
い
る
こ
と
、
木

炭
屑
が
た
く
さ
ん
出
て
い
る
こ
と
、
須
恵
器
が
比
較
的
大
割
れ
の
状
態
で
ま
と
ま
っ
て
出
て
い
る
こ
と
な
ど
の
点
か
ら
み
て
ほ
ぼ

間
違
い
は
な
か
ろ
う
。 

・
須
恵
器
片 

口
縁
部
四
個
を
含
め
て
二
〇
個
を
貝
生
の
工
藤
浅
吉
氏
が
所
蔵
し
て
い
る
。
二
個
は
薄
手
で
、
全
体
に
灰
白
色
で
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極
め
て
硬
質
で
あ
る
。 

・
器
形
は
正
確
に
推
定
で
き
な
い
が
、
出
土
片
よ
り
一
個
は
壺
形
と
見
ら
れ
、
他
は
大
形
の
甕
形
土
器
と
考
え
ら
れ
る
。 

・
文
様
は
頸
部
に
五
本
ず
つ
の
波
状
文
が
付
け
ら
れ
、
体
部
に
は
線
条
式
叩
技
法
に
よ
る
文
様
が
見
ら
れ
る
。
内
部
は
篭
目
の
つ

い
た
も
の
が
あ
る
。 

・
厚
い
も
の
で
一･

五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
薄
い
も
の
で
一
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
で
あ
る
。 

❸
杉
沢
、
宮
在
家
出
土 

皿
形
土
器
二
個
（
一
部
欠
損
） 

完
形
小
皿
一
個 

・
田
の
基
盤
整
備
作
業
の
際
出
土
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
出
土
地
の
地
形
、
深
さ
か
ら
み
て
窯
趾
で
は
な
い
か
と
推
定
さ
れ
る
。

地
形
の
原
形
は
不
明
で
あ
る
が
、
工
事
に
従
事
し
た
人
の
話
で
は
地
表
よ
り
約
二
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
下
位
で
あ
る
。 
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・
皿
形
土
器
の
内
一
枚
は
灰
褐
色
で
ロ
ク
ロ
目
も
は
っ
き
り
し
、
底
部
は
糸
切
り
目
が
明
確
で
硬
質
で
あ
る
。
も
う
一
個
の
方
は

茶
褐
色
で
一
見
土
師
器
の
よ
う
に
も
見
え
る
が
、
前
者
と
同
一
地
点
か
ら
の
出
土
な
の
で
須
恵
器
と
見
な
さ
れ
る
。
さ
ら
に
も

う
一
個
の
ツ
マ
ミ
の
つ
い
た
蓋
形
土
器
は
茶
褐
色
で
、
こ
れ
ま
た
ロ
ク
ロ
目
が
は
っ
き
り
し
て
い
る
。 

❹
鮎
貝
、
八
幡
台
出
土 

須
恵
器
片
一
個 

・
こ
の
出
土
地
は
縄
文
時
代
中
期
の
遺
物
が
豊
富
な
と
こ
ろ
で
、
住
宅
建
築
工
事
の
作
業
中
出
土
し
た
も
の
で
あ
る
。 

・
硬
質
の
灰
褐
色
で
、
厚
さ
は
一
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
。
表
面
は
四
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
程
の
巾
で
不
整
な
深
め
の
条
痕
が
つ
け
ら
れ
て

い
る
。 

❺
鮎
貝
、
飯
詰
出
土 

須
恵
器
片
一
個 

・
出
土
地
は
縄
文
時
代
中
期
の
遺
物
や
土
師
器
（
高
坏
）
を
出
土
し
た
と
こ
ろ
で
、
こ
の
土
器
片
は
前
記
八
幡
台
出
土
の
須
恵
器

片
と
同
質
の
も
の
で
あ
る
。
平
吹
利
数
氏
所
蔵
。 

❻
横
田
尻
、
中
町
西
出
土 

須
恵
器
片 

・
こ
の
出
土
地
は
縄
文
時
代
晩
期
の
遺
物
や
土
師
器
と
も
見
ら
れ
る
土
器
片
が
採
集
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
、
江
戸
時
代
末
期
の
水
帳

（
検
地
帳
）
に
は
、
こ
し
ょ
う
原
（
小
塩
原
）
の
名
で
書
か
れ
て
お
り
、
最
上
川
の
河
岸
段
丘
上
に
あ
る
。 

・
土
器
片
は
全
部
表
面
採
集
に
よ
る
。 

・
質
は
極
め
て
硬
く
、
前
記
の
八
幡
台
や
飯
詰
出
土
の
も
の
と
同
質
の
よ
う
で
あ
る
。
色
は
大
部
分
灰
褐
色
で
あ
る
。 

・
土
器
片
の
内
訳
は
次
の
通
り
で
あ
る
。 

口
縁
部
外
反
り 

 
 

 
 

 

二
個 

〃 
 

皿
状  

 
 

 
 

 
 

四
個 
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〃 
 

内
反
り
（
赤
褐
色
）  

 

一
個 

〃 
 

内
反
り 
 

 
 

 
 

一
四
個 

〃 
 

自
然
釉
（
濃
褐
色
） 

 

五
個 

〃 
 

〃 
 

（
白 

色
） 

 

一
個 

〃 
 

外
部
縦
条
痕
文 

 
 

 

一
個 

〃 
 

直
立
縁 

 
 

 
 

 
 

一
個 

片
、
内
外
条
痕
文 

 
 

 
 

二
〇
個 

片
、
外
条
痕
文
内
波
状
文 

 

二
〇
個 

片
、
外
条
痕
文 

内
無
文 

 

一
五
個 

〃 
 

 
 

 
 

 

内
部
ス
ス
附
着
一
個 

片
、
無
文
自
然
釉  

 
 

 
 

 

五
個 

片
、
無
文
灰
釉 

 
 

 
 

 
 

一
個 

片
、
無
文 

 
 

 
 

 
 

 

六
四
個 

蓋
、
ツ
マ
ミ
付 
 

 
 

 
 

二
個
（
内
一
個
は
布
目
痕
が
あ
っ
て
、
灰
釉
着
） 

蓋
、
片 

 
 

 
 

 
 

 
 

一
個 

底
部 

糸
切
目 

 
 

 
 

二
三
個 

〃 
 

〃 
 

（
赤
褐
色
） 

一
個 

底
部 

糸
切
目
な
し 

 
 

二
一
個 
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〃 
 

〃 
 

（
灰
白
色
） 

二
個 

〃 
 

籾
痕
ら
し
き
も
の 

 

二
個 

〃 
 

台
付 

 
 

 
 

 
 

二
個 

合
計 

 
 

 
 

 
 

 

二
一
一
個 

・
厚
さ
は
三
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
か
ら
一
五
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
ま
で
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
。 

・
出
土
地
の
面
積
は
二
〇
ア
ー
ル
ほ
ど
の
と
こ
ろ
で
、
今
後
も
数
多
く
採
集
の
で
き
る
可
能
性
が
あ
る
。
将
来
計
画
的
な
発
掘
を

す
る
必
要
が
あ
る
。 

❼
横
田
尻
、
元
田
尻
出
土 

 
須
恵
器
片
三
個 

・
前
記
中
町
西
よ
り
約
二
〇
〇
メ
ー
ト
ル
西
南
方
の
河
岸
段
丘
上
で
、
底
部
糸
切
り
目
片
一
個
、
表
面
黒
色
片
二
個
の
み
あ
る
。 

❽
高
玉
、
八
元
田
出
土
、
須
恵
器
多
数
、
地
主
の
話
で
は
窯
趾
ら
し
き
も
の
が
あ
っ
た
と
い
う
。 

以
上
白
鷹
町
内
の
古
墳
時
代
と
し
て
土
師
器
、
須
恵
器
の
出
土
例
に
つ
い
て
述
べ
た
の
で
あ
る
が
、
古
墳
時
代
を
表
わ
す
に
当
を

得
て
い
る
か
ど
う
か
、
は
な
は
だ
疑
問
で
あ
る
。
先
述
し
た
如
く
、
出
土
地
は
山
丘
の
傾
斜
地
か
又
は
河
岸
段
丘
上
に
あ
り
、
稲
作

耕
作
の
適
地
と
は
考
え
ら
れ
ず
、
ど
の
よ
う
な
位
置
づ
け
を
し
た
ら
よ
い
の
か
迷
う
と
こ
ろ
で
あ
る
。
横
田
尻
、
中
町
西
遺
跡
の
面

積
と
、
そ
の
数
多
い
土
器
片
を
見
る
と
き
、
計
画
的
な
発
掘
を
行
な
う
な
ら
ば
、
必
ず
住
居
遺
跡
と
し
て
の
痕
跡
が
発
見
さ
れ
る
の

で
は
な
い
か
と
思
う
。
殊
に
土
器
片
の
中
で
か
す
か
で
は
あ
る
が
「
モ
ミ
痕
」
を
確
認
で
き
る
こ
と
は
、
須
恵
器
使
用
の
時
代
に
、

こ
の
地
方
に
お
い
て
稲
作
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
と
す
れ
ば
そ
の
稲
作
は
ど
こ
で
行
な
わ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ

の
こ
と
に
つ
い
て
「
山
形
盆
地
の
古
式
土
師
器
」 

 
 

 
 

 

の
中
で
川
崎
利
夫
氏
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 

「
こ
の
地
に
条
里
制
施
行
の
前
提
と
な
る
耕
地
・
集
落
が
発
達
す
る
ま
で
の
期
間
、
扇
状
地
先
端
部
は
最
良
の
水
稲
の
生
産
地
帯

『

最

上

川

流

域

の

歴

史

と

文

化

』
所

収
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と
し
て
開
拓
さ
れ
て
ゆ
く
。
」 

こ
の
条
件
で
白
鷹
町
を
見
た
場
合
、
土
師
器
や
須
恵
器
の
出
土
地
は
生
産
地
と
し
て
適
地
で
あ
る
か
ど
う
か
。
扇
状
地
先
端
は
最

上
川
左
岸
で
は
県
道
草
岡
―
八
幡
線
附
近
が
第
一
湧
水
地
帯
に
あ
た
り
、
右
岸
で
は
各
小
川
が
平
地
部
に
顔
を
の
ぞ
か
せ
た
と
こ
ろ
、

と
い
う
こ
と
に
な
る
。
ど
う
も
満
足
な
答
え
が
出
て
こ
な
い
の
で
あ
る
。
か
つ
て
、
最
上
川
両
岸
の
平
地
部
は
降
雨
の
度
毎
に
洪
水

と
な
り
川
筋
は
絶
え
ず
変
っ
た
で
あ
ろ
う
か
ら
、
こ
の
地
帯
で
の
稲
作
は
考
え
ら
れ
な
い
。
こ
の
地
域
が
稲
作
地
帯
と
し
て
開
拓
さ

れ
る
の
は
江
戸
時
代
に
入
っ
て
か
ら
で
あ
る
。 

し
か
し
第
一
の
課
題
は
置
賜
盆
地
の
場
合
、
赤
湯
・
高
畠
方
面
に
だ
け
古
代
古
墳
が
あ
っ
て
他
地
方
に
発
見
さ
れ
て
い
な
い
事
実

を
ど
う
考
え
た
ら
よ
い
の
か
、
で
あ
る
。
置
賜
盆
地
に
於
い
て
は
、
中
央
政
権
の
浸
透
北
進
が
高
畠
・
赤
湯
方
面
に
限
定
さ
れ
、
当

地
方
は
そ
の
文
化
に
染
ま
る
度
合
が
薄
く
、
旦
つ
地
方
族
長
を
育
て
る
条
件
が
揃
っ
て
い
な
か
っ
た
、
と
み
る
外
は
な
い
の
で
は
な

か
ろ
う
か
。 

地
方
族
長
の
育
つ
条
件
は
、
地
形
的
な
こ
と
、
稲
作
導
入
に
必
要
な
条
件
が
揃
っ
て
い
る
こ
と
、
中
央
文
化
を
受
け
入
れ
経
済
的

要
件
を
満
た
す
内
容
が
充
分
で
あ
る
こ
と
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
考
え
て
く
る
と
、
当
地
方
の
古
代
古
墳
時
代
と
い
う

の
は
、
そ
の
生
活
の
相
当
部
分
が
縄
文
時
代
的
生
活
の
延
長
線
上
に
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
よ
う
な
気
が
し
て
な
ら
な
い
。 

な
お
、
古
墳
時
代
の
土
師
器
・
須
恵
器
に
つ
い
て
『
島
遺
跡
発
掘
調
査
報
告
』
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 

「
土
師
器
は
、
古
墳
時
代
お
よ
び
そ
の
以
降
に
お
い
て
製
作
さ
れ
使
用
さ
れ
た
土
器
で
あ
る
。
ほ
ぼ
同
代
の
土
器
で
あ
る
須
恵

器
と
区
別
し
て
土
師
器
と
呼
ん
で
い
る
も
の
は
、
そ
の
器
形
や
製
作
技
術
か
ら
い
う
と
弥
生
式
土
器
の
流
れ
を
く
む
も
の
で
あ
り
、

し
た
が
っ
て
末
期
の
弥
生
式
土
器
と
初
期
の
土
師
器
と
を
厳
密
に
区
分
す
る
こ
と
は
甚
だ
困
難
で
あ
る
。
東
北
地
方
の
土
師
器
の

上
限
の
年
代
は
、
実
際
上
は
弥
生
式
土
器
と
の
間
に
引
か
る
べ
き
明
確
な
一
線
と
い
う
も
の
を
確
定
す
る
の
が
困
難
な
の
で
あ
る
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け
れ
ど
も
、
常
識
的
に
み
て
こ
の
地
方
の
古
墳
時
代
開
始
の
時
期
と
み
て
よ
か
ろ
う
。
氏
家
和
典
氏 

 
 

 

に
よ
れ
ば
、
東
北

地
方
の
土
師
器
の
初
源
は
四
～
五
世
紀
に
、
そ
し
て
そ
の
終
末
は
一
〇
世
紀
前
半
に
な
る
で
あ
ろ
う
と
い
わ
れ
て
い
る
。
東
北
最

古
の
古
墳
は
、
会
津
若
松
市
の
大
塚
山
古
墳
で
あ
る
。
古
墳
時
代
前
Ⅰ
期
す
な
わ
ち
四
世
紀
後
半
と
推
定
し
て
い
る
。
弥
生
時
代

後
期
以
降
、
古
墳
時
代
前
期
や
中
期
の
文
化
は
、
こ
の
地
方
に
も
急
速
に
か
つ
確
実
に
伝
播
し
、
広
く
農
耕
文
化
が
進
ん
で
い
た

こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
た
だ
農
耕
文
化
は
、
表
日
本
と
時
期
的
に
大
差
な
く
波
及
し
て
い
る
が
、
そ
の
発
展
段
階
に
お
い

て
総
体
と
し
て
の
農
業
生
産
力
の
低
さ
が
階
級
分
解
を
お
く
ら
せ
、
政
治
的
結
合
を
ル
ー
ズ
な
も
の
に
し
、
そ
の
組
織
を
未
成
熟

な
も
の
に
し
、
古
墳
を
生
み
出
す
階
級
支
配
の
成
立
を
お
く
ら
せ
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
確
か
に
古
墳
の
構
築
自
体
に

み
ら
れ
る
様
相
は
、
東
北
北
部
の
古
墳
文
化
と
も
相
似
た
性
格
を
も
つ
も
の
で
あ
り
、
そ
の
発
展
も
軌
を
一
に
し
た
点
が
多
く
あ

っ
た
と
し
て
も
、
山
形
盆
地
に
お
け
る
古
墳
時
代
集
落
跡
に
お
け
る
土
師
器
の
存
在
が
、
単
な
る
遺
物
そ
の
も
の
の
流
伝
に
よ
る

も
の
で
あ
っ
た
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
八
世
紀
に
お
け
る
出
羽
建
国
に
際
し
て
、
陸
奥
国
か
ら
最
上
・
置
賜
両
郡
を
割
い
た

歴
史
的
事
実
は
、
少
な
く
と
も
こ
の
地
域
が
東
北
南
半
の
発
展
の
過
程
の
中
に
、
正
当
に
く
み
こ
ま
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
り
、
た

と
え
若
干
の
年
代
的
ズ
レ
を
認
め
得
る
に
し
て
も
ほ
と
ん
ど
問
題
に
す
べ
き
で
は
な
い
と
考
え
る
の
で
あ
る
。 

須
恵
器
＝
山
形
盆
地
お
よ
び
周
辺
地
域
で
須
恵
器
を
出
す
遺
跡
は
、
土
師
器
を
出
す
そ
れ
に
比
し
て
優
る
と
も
劣
ら
な
い
。
平

地
部
の
集
落
跡
の
大
半
は
両
者
が
共
伴
す
る
。
こ
の
地
方
で
須
恵
器
が
は
じ
め
て
製
作
使
用
さ
れ
た
年
代
に
は
、
す
で
に
土
師
器

が
盛
行
し
て
い
た
。
」 

と
、
述
べ
て
当
地
方
に
お
け
る
土
師
器
・
須
恵
器
の
年
代
想
定
を
示
し
て
い
る
。 

多

賀

城

址

研

究

所


